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続いて，1946（昭和 21）年 7月 3日の朝日
新聞の朝刊では，












































































































第 1学年 第 2学年 第 1学年 第 2学年
①学校の先生と職員の仕事 ①職業と販売の工夫 ①いろいろな植物と葉・花・実 ①植物の栽培
②学校や公園の道具や施設 ②農業や漁業の工夫と努力 ②植物の種と球根 ②草むら・水中などの動物
③学校の通学路の位置と
安全 ③工場での分担と協力 ③いろいろな動物 ③物の水への溶かし方
④家族の仕事と水道・電






















































































































































































































































































































































































































































































































































実人数 割合（%） 実人数 割合（%） 実人数 割合（%）
① そう思う 9 10.3 6 6.9 15 17.2
② まあまあ　そう思う 13 14.9 8 9.1 21 24.0
③ あまり思わない 18 20.8 14 16.2   32 37.0















（ア） 勉強している内容が　よくわかるから 9 10.3 7 8.0 16 18.3
（イ） 地図を見たり調べたりするのが好きだから 8 9.1 5 5.7 13 14.8
（ウ） 覚えることが好きだから 6 6.9 7 8.0 13 14.9
（エ） 日本の世の中のことや世界のいろいろなことを知りたいと思うから 11 12.7 9 10.3 20 23.0
（オ） いろいろな土地や国のことについて書かれている本を読んだり，調べたりするのが好きだから 8 9.1 6 6.9 14 16.0
（カ） ノートにまとめるのが好きだから 6 6.9 9 10.3 15 17.2
（キ） 友だちと話し合いをしたり，調べたりすることが好きだから 10 11.5 7 8.0 17 19.5


















（ア） 勉強している内容があまりわからないから 21 24.1 19 22.0 40 46.1
（イ） 地図を見たり，地図で調べたりするのがいやだから 14 16.0 16 18.4 30 34.4
（ウ） 覚えることが多くて苦手だから 18 21.0 17 19.5 35 40.5
（エ） 日本の世の中のことや世界のいろいろなことにあ
まり興味を感じないから 9 10.3 11 12.7 20 23.0
（オ） 本を読んだり，調べ学習が得意ではないだから 8 9.1 10 11.5 18 20.6
（カ） ノートにまとめるのが苦手だから 11 12.7 6 6.9 17 19.6
（キ） 友だちと話し合いをするのがうまくできないから  7 8.0 8 9.1 15 17.1
（ク） 大人になった時や自分の将来に役立たないと思う
から 5 5.7 6 6.9 11 12.6
（ケ） その他の理由
・教科書の言葉が難しいから
・言葉の意味がわかりにくくて，テスト前に，覚
えるのに時間がかかるから
4　六年生の社会科でがんばってみようと思うことがあれば書いてください。【自由記述】
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Ⅳ　「社会科授業」考
学校における教育実践という営みは，多かれ
少なかれ，教育実践者の《教育観》の具現化の
場であると考えられる。この件の有無及び是非
については，多論あろうが，社会科授業の指導
に際しては，他の教科のそれ以上に，指導者の
教育観が滲み出てしまう場面がある。
勿論，教育の中立性は固守しなければならな
いし，社会常識に照らし合わせての極端な思想
的偏重教育を実践することは愚行であるし，ま
た不可能であることも承知はしている。
ところで，小学校の《授業》は，《Lesson》
であり，《class》であるから，《授ける》《授かる》
の域を超えることは不毛である。しかし，授業
の中で，子どもたちが活動する学習は，《自ら
学ぶことができる》ものであり，また，その学
習過程に，《探究活動》や《問題解決活動》の
時間を可能な限り設定することが出来得る。そ
して，そうした学習を積み重ねることができた
ならば，そこから，子どもたちは，生涯に亘っ
て学習する《自学自習の力》や《自分で自分を
高めていく力》を身に付ける事が可能であると
考える。
それは，指導者にとっては，社会科授業実践
のやり甲斐の大部分であり，教師としての存在
意義を感じるところでもある。しかし，子ども
たちは，どうだろうか。社会科にどれほど魅力
を感じているのだろうか。小学生のことだから，
魅力というより《好きなのだろうか》と言った
ほうが良いのかもしれない。
研究・指導する教師だけではなく，子どもた
ちにとっても，魅力のある社会科にしようとす
るのであれば，それは，すでに言い古されて陳
腐であるかもしれないが《授業の質を高める》
こと，それ以外の術を，私は思いつかない。
しかし，この《授業の質を高める》という営
みは，常に，《よりよきものをめざす》学習研
究の《途中》に位置するものであるから，決して，
これで終わりと云う事がない。まして，子ども
が異なれば，必ずしも，《より良きもの》にな
らない場合も考えられる。ここに，授業づくり
の難しさと醍醐味があるのだろうと思う。しか
し，私たちは決して，授業結果からのみ，その
授業の評価をくだすわけではない。無目的で，
無意図・無計画・非継続的な授業など，勿論存
在意義さえ持たないのは当然であるが，一定の
学習活動を設定した学習過程における《教師の
働きかけ》や《子どもたちの育ち》が，授業を
大きく変えていく場合も，現実にはあり得るの
である。
そこで，子どもたちのみならず，教師自身も，
授業の中で，「自分の『今』を変えることによっ
て　今の『自分』を変え得る」学習活動が成立
していなければ，決して，《生きる力》を育て
る授業にはなり得ないと考える。そして，この
点についての先人たちの言葉は，もはや枚挙に
暇がないほどである。
例えば，国語学者・大村はま氏は，「教師の
使命は？」という問いへの解として，「子ども
が好きで，優しい先生はいくらでもいる。子ど
もが将来自立した時に，悔やまないように学力
をつけてやるのが本当の先生だ」「教師はいつ
も子どもたちが何を身につけなければいけない
か，身につけているのかということをきちんと
見つめていなければならない。そうしないと新
しい授業というものを創造できない」と云う。
この貴重なプロフェッショナル・教師への提言
には，《授業づくり》の心得的な意を読み取る
こともできる。
更に，そうした《授業づくり》と，《授業研
究》に関して言及すれば，斉藤喜博氏と彼の同
朋の授業論こそが戦後民主主義教育の原点であ
り，また，その授業実践の流れを汲む教育にこ
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そ，教育者の良心を感じ取ることができると考
える。斉藤氏は，子どもたちが本来有している
表現力に注目し，無限の可能性を秘めた子ども
の潜在能力を引き出すという教育の根源的なね
らいを掲げ，そのねらいに沿って厖大な精神的
時間をかけて創出した《授業・教材の積み上げ》
により，教師の働きかけとそれによって惹起さ
れる子どもの変化との間のメカニズムに焦点を
あて，《揺さぶり》や《かまし》などの教育技
術を編み出した。更に，授業組織として《予備
学習》《独自学習》《発表学習》《整理学習》《点
検学習》など授業の定式化を図り，新たに「○
○ちゃん式まちがい」「想像説明」などの授業
の定石を創案し，旧来の紋きり型の授業実践か
ら脱却し，子どものための授業実践を実現して
いった。
その斉藤氏の賛同者を名乗る事を憚らなかっ
た林竹二氏の以下の言葉の中には，教科を超え
て，授業者が，実践を重ねながら，絶えず考え
なければならない教育の本質を感じ取ることも
できる。
この《自己教育力の育成》をめざす教育実践
こそ，かつて，三橋功一氏が編纂した論稿『日
本における授業研究の系譜図の概観（日本にお
ける授業研究の体系化と系譜に関する開発研究
／松下佳代研究代表）』の中で述べられている
に当てはまるものだと思っている。
今も，子どもたちの中に，《宝》があるのか
どうか……これは，実証の術を思いつかないほ
ど難問である。しかし，多くの子どもたちは，
一定の条件が整えば，「『自ら』行動を起こそう
とする」ことを，私たち教育現場で授業に携わっ
てきた者は知っている。これは，かけがえのな
い子どもたちが《生きる》ための力である。
残念ながら，林竹二氏の理論や実践の多くは，
古典的授業の流れの中から，《掘り起こし》た
ものなのかもしれない。それでも，「授業の前
と後で　子どもたちは変わっていなければなら
ない」や「（ほんとうの）教育は教壇を下りた
ときから始まる」の中には，私たちが考えなけ
ればならない《授業の質》の問題が含まれてい
ると考える。
Ⅴ　終わりに
社会科は，『人類の誕生以降，ホモサピエン
ス（人間）を，人間たらしめた《繋がり》』そ
のものを授業の中で仲間と見つけ出すことの可
能な教科である。そして，そうした人と人との
繋がりは，見えるところでのコミュニケーショ
ンだけではない。
　「八田（昭平）氏によれば，『授業研究には，
観察対象としての授業があり，観察主体と
しての教師・研究者が存在する。基底にあ
るのは，主・客の対立を当然とするデカル
　あらゆる子どもが必ずかけがえのない宝
をもって生まれてきているんです。そして，
それを人の目に容易につかないところに，
深いところにしまいこんでいるわけなんで
す。そのしまい込んで持っているものをい
ろいろに探し回り，探り当てたら，それを
掘り起こすということが教育なんです。
（『教育の根底にあるもの』径書房 1984）
ト的発想である。そして，観察者によって
抽象され，仮説され，確立された法則を適
用するのが技術であり，科学が先行し，技
術はそれに従う立場である。」　「もう一つ
は，授業を主・客対立において見るのでは
なく，客体の動きの中に主体を埋没させる
ことによって始めて見える世界があるとい
うことである。そこで，生きるものの個性
的な世界があり，存在するのは，複数の個
性的な世界が自己を生かしながら，他の個
性的な世界と交流するということである。」
の後段の系譜に位置するものであり，「そこ
にこそ，現在の社会科学習が重視していく
必要があると思われる『問題解決学習』の
拠り所が在ると考える。」
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本稿では，それを見えない基盤にして，社会
科授業で子どもたちに育てる『力』を追究して
みたが，自分の中でとりわけ目新しいものを創
出することはできなかったような感がする。反
面，筆を進めれば進めるほど，現職時，自分自
身の授業がいかに力不足であったのかという反
省と断腸の思いは大きくなるばかりである。そ
れは，授業の上手・下手ということより，むしろ，
社会科授業で，子どもたちの人間形成や人間磨
きにどれほどの支援ができただろうかという一
点に尽きると思う。更に，『力』育成へのアプロー
チについては，非常に不十分であり，更なる追
究を心がける必要があると感じた。
「授業は生き物である」という比喩がある。
そして，授業は，時間的・空間的には有限である。
しかし，子どもの「よりよい社会づくりへの模
索と人間形成への追求」は生涯続くものである。
今後，私に，子どもに関わる時間は，そう多く
はないのが現実である。しかし，社会科と内面
の育ち（道徳）との関連をどのように進めてい
くのかは重要であり，それについては，一度整
理してみたいと考えている。
最後に，以下の授業参観を通して感じたこと
の中に，前述の私の願いはある。
【引用文献】
１）文部科学省 平成20年『小学校学習指導要領』（
p34  L2～4）
２）福沢諭吉明治2年『世界国尽』
３）片上宗二・木村博一・永田正道編『“ 社会科”はどこ
へ向かえばよいのか』明治図書（p19  L2～11）
４）片上宗二・木村博一・永田正道編『“ 社会科”はどこ
へ向かえばよいのか』明治図書（p157  L8～10）
５）片上宗二・木村博一・永田正道編『“ 社会科”はどこ
へ向かえばよいのか』明治図書（p156）
６）片上宗二・木村博一・永田正道編『“ 社会科”はどこ
へ向かえばよいのか』明治図書（p155  L15～19）
【参照】
＊ア　福沢諭吉『学問のすすめ』他
＊イ　 1869年（明治 2年）京都の町衆たちが竈銭と呼
ばれた寄付金を持ち寄り当時の住民自治組織で
あった「番組（町組）」を単位として創設された
64の小学校のこと。（Wikipediaより）
＊ウ　 1878年（明治11年）　竹中庄右衛門が「同和地区
の子どもたちにも教育を」の願いを込めて 現・白
川小学校区内に設立した「夜学校」のことである。
（平成18年度 部落史連続講義・記録冊子「京都
の被差別部落と教育」より）
　3年生『スーパーマーケットのひみつをさ
ぐろう』の授業を参観したことがある。多
時間をかけて，子どもたちは，店のいろい
ろなサービスや工夫を自分たちで調べ，今
まで全く知らなかった自分たちの日常生活
と店との関わりを発見し，満足しているよ
うに見えた。それは，それで素晴らしい授
業の成果であった。そして，授業の終わり
近く，次のような感想に出会うことになる。
　　　「スーパーマーケットは，近くにない
と生活がこまってたいへん。だから，スー
パーマーケットは，わたしにとっての命と
同じです。」
　勿論，この一文で表現されたことが，子
どもの思いのすべてを表しているとは考え
てもいない。まして，目くじらを立てて追
感を述べるほどのことではないかもしれな
い。しかし，これが，この児童にとって，
学習単元のまとめとは，私は考えたくはな
い。むしろ，「命と同じ」が，《気付き》と
なって，この子の《ほんとう》の人間学習は，
始まると考える。子どもたちを取り巻いて
いる社会の環境と仕組みは，それほど，解
き易いものではない。しかし，『自ら』解き，
中間結論を出して，次の段階へと進んでい
くことしか，よりよき国家・社会の形成者
として育っていく道はないのだろう。――社
会科授業を面白くなくさせているのは，子
どもたちの素晴らしい意見を目の当たりに
しながらも，深めることの出来ない教師自
身である場合が多いのかもしれない。
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